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2021 年 1月 14日の大学院福祉社会開発研究科社会福祉学専攻会議において，崔恩熙氏の博士学位
審査請求論文が受理され，後藤澄江，原田正樹，木全和巳の 3名による審査委員会が設置された．ま
た，渡辺秀樹氏（慶應義塾大学名誉教授）を学外審査委員とすることが決まった．審査委員 3 名は，



















































2021 年 1月 23日に，崔恩熙氏の最終試験（口頭試問および学力の確認）を実施した．はじめに崔
恩熙氏が事前に用意した説明用資料を配布し，第１次提出および公開発表会後に指摘を受けて修正
した箇所とともに，本論文で独自に明らかにした点や研究の意義についての説明がなされた．続いて，
審査委員から本論文の意義や残された課題についての試問を実施した．一つひとつの指摘に対して，
本論文において到達できている部分と残された課題を整理した上で真摯に応答した．子ども・若者や
支援者の年齢，また，高齢者の性別を統制した上での日韓での調査の実施，そして，本研究の成果を
福祉教育及び生涯学習の双方に位置づけること等については，氏の今後の研究に期待することで審
査委員会の意見は一致した．最後に，学力の確認として英語力の審査を行った．本論文に引用されて
いる英文献に関連した質問をしたところ，適切に応答がなされた．
４．結論
本審査委員会は，学位申請者崔恩熙氏は日本福祉大学学位規則第 12 条により博士学位（社会福祉
学）を受けるにふさわしい者と判断し，合格と判定する．
以上
